
      
 

                                                                                 

 
 

 

---      の いまと未来 --- 
 

氾濫する食べ物と手軽でベンリな食生活。 
本当に豊かな食とは何か、いっしょに考えてみませんか。 

 
とき   2006 年１１月１１日(土)  ２回講演 
ばしょ  働く婦人の家 大会議室 
じかん  第１回目 午後１時半 ～ 午後３時半 
      第２回目 午後７時  ～ 午後９時 
さんかひ  前売 １,０００円   当日 １,３００円  高校生以下は ５００円  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
託児申込み １１/８までに  能登  090-1391－9152  
 
問合せ & チケット取扱い 

     喫茶 ほんだ (高浜町和田駅前 0770-７２－５５３３) 
くりの木    (若狭町兼田    0770-６２－２〇２８) 
Ｆフォーラム  みてら     （ 0770-５３－０１９１） 

     働く婦人の家 (小浜市大手町  0770-５２－７００２) 
 

主催 Ｆフォーラム  （ 小浜のまちづくりを考える女性の会 ）  
協賛 御食国若狹おばま食育・食文化の祭り協賛イベント 
後援 男女共同参画室・働く婦人の家 

「食品の裏側」の著者 

午後１時半からのみ

無料託児有り 
要 予 約 

プロフィ－ル 
 1951年福岡県生まれ。 
山口大学理学部化学科卒。 
食品添加物商社に勤務。 
トップセールスマンとなり、(添
加物の神様の異名をとる)退職
後無添加食品自然海塩の開発、

推進に関わり、現在に至る。 

楽に簡単に食事ができるのは、それは添加物のお陰

です.いつでも、どこでも手軽に空腹を満たすことがで

きるのは、添加物あってのことです。便利に豊かさを

ささえるものには、光と影があり、毒性、危険性もさ

ることながら食や文化そして心まで壊してしまう力が

添加物にはあるのです。  「食品の裏側」より抜粋 


